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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】仏間に設置されているお仏壇の優れた耐震効果
の耐震装置を提供する。
【解決手段】伸縮による長さ調整機能と突っ張り性をも
つ筒体の先端に、前後左右自由に角度調整機能をもつユ
ニバーサルジョイントで接続された三面対応型先端部３
，４、もしくは前後２方向に蝶番式に角度調整機能をも
つ部材で接続された二面対応型先端部を使用することに
より、今まで不可能であった仏間の上面4隅対お仏壇上
面４隅、もしくは仏間上部左右の角対お仏壇上部左右の
角からなる対象物間を、斜角度にて固持する事が可能に
なる。これにより仏間内の加重対応力に優れた隅面もし
くは角面と、お仏壇の加重対応力の優れた隅面もしくは
角面との間に於いて、突っ張り力による確実な固定をす
ることが可能となる。
【選択図】図５
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　伸縮による長さ調整機能と突っ張り性をもつ筒体の先端に、縦横奥の三面を抑える形状
の三面対応型先端部もしくは縦横の二面を抑える形状の二面対応型先端部が接続され、当
該接続部分が任意角度に対応するような、ユニバーサルジョイントもしくは蝶番式に二方
向に角度調節機能をもつことにより、お仏壇上部の四隅部分と仏間の内面上部の四隅部分
、もしくはお仏壇上部左右の角と仏間の内面上部の左右の角の間に、斜角度で取り付けが
容易且つ耐震性を効果的に発揮出来ることを特徴とするお仏壇の耐震装置。
【請求項２】
　伸縮による長さ調整機能と突っ張り性をもつ筒体の部品と、角度調整機能のある先端部
分の部品と、長さ調整用の延長用筒体部分の部品が各々独立し、自由に組み合わせ脱着で
きることにより、取り付け場所の状況に合わせた対応を容易に可能にしたことを特徴とす
るお仏壇の耐震装置
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は仏間に設置されているお仏壇の耐震装置に関するものである
【背景技術】
【０００２】
　従来の突っ張り型耐震装置は当接する平面間を突っ張り機能を持つ棒状等の装置が垂直
に取り付けられる方法による、垂直の突っ張り力だけにより転倒を防ぐものである
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００３】
　従来の垂直型の突っ張り機能で仏間内のお仏壇を固定しようとした場合、先端部が当接
する仏間天板部分が脱着可能な木板で加重対応力の無い場合や、土壁で先端部を固定しに
くいなど、仏間の造作や部材により使用が限定されてしまう場合があり、またお仏壇自体
も先端部が当接する天板が荷重対応力に乏しい場合が多く見受けられ、垂直方向での突っ
張り機能の耐震装置が使用できる範囲が限られてしまう。
【０００４】
　また、仏間やお仏壇のサイズにより当接面間の距離にかなりのバラつきがあるため、対
応できる長さの範囲を広くしなければならない。且つ取り付け部分の空間に制限がある場
合は仏間天板とお仏壇天板への取り付け作業が困難である。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本考案は、伸縮による長さ調整機能と突っ張り性をもつ筒体の先端に、前後左右自由に
角度調整機能をもつユニバーサルジョイントで接続された三面対応型先端部、もしくは前
後２方向に蝶番式に角度調整機能をもつ部材で接続された二面対応型先端部を使用するこ
とにより、今まで不可能であった仏間の上面4隅対お仏壇上面４隅、もしくは仏間上部左
右の角対お仏壇上部左右の角からなる対象物間を、斜角度にて固持する事が可能になる。
これにより仏間内の加重対応力に優れた隅面もしくは角面と、お仏壇の加重対応力の優れ
た隅面もしくは角面との間に於いて、突っ張り力による確実な固定をすることが可能とな
る。
【０００６】
　各部品を脱着可能にする事により、延長パイプを容易に使用することが可能になり、且
つ取り付け空間に合わせて先端部分を三面対応型か二面対応型かの選択をした上での取替
作業が容易におこなうことが可能となる。
【考案の効果】
【０００７】
　４方向もしくは２方向から斜角度でお仏壇を固定するので、優れた耐震性が発揮される
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。
【０００８】
　仏間の造作や部材による影響を受けず、使用対象が広範囲になる。
【０００９】
　各部品を自由に組み合わせることにより、限られた部品数で広範囲のサイズと様々な空
間への対応が可能になる。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、図面を用いて本発明の実施の形態を詳細に説明する。
【実施例１】
【００１１】
　図1は、伸縮による長さ調整機能と突っ張り性をもつ筒体の部品２の先端に三面対応型
先端部３と４を各々に接続した状態の本考案の耐震装置１の斜視図である。三面対応型先
端部３が仏間の上部隅に接し、三面対応型先端部４がお仏壇の上部隅に接する形状である
。各先端部と筒体部分との連結部分には上下左右に任意の角度調整機能をもつユニバーサ
ルジョイント５を使用し、仏間上部隅とお仏壇上部隅の位置関係からなるあらゆる角度に
対応し直線で支える事と、対象と当接する先端部３と４が縦横奥の三面に接し支える事に
より、確実にお仏壇を保持する機能を待つ。
【００１２】
　本考案の三面対応型耐震装置１を図５、図６、図７に示すように、仏間に設置されてい
るお仏壇の上部前後左右の４隅Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄと、仏間の上部前後左右の４隅Ａ’・Ｂ’
・Ｃ’・Ｄ’との間に長さと角度を調整して設置することにより、４方向から確実にお仏
壇を保持し固定するため、非常に優れた耐震性を発揮し転倒を防止する。
【実施例２】
【００１３】
　図２は、伸縮による長さ調整機能と突っ張り性を持つ部品２が対応できる長さ調整範囲
以上の距離が対象物間にある場合に対応させた本考案の耐震装置の斜視図である。
【００１４】
　図３は図２に示した耐震装置の構成部品を示す図であり、接続部分９の筒体の凹側は空
洞で凸側は凹側の空洞部分よりも若干小さな径を持つ突起円柱型形状により、挿入した場
合に双方が横ズレしないだけの機能をもつ。また、各部品のジョイント部分は同様の形状
にすることにより、差し替えが簡単で先端部品の変更や、延長パイプの追加が容易にでき
る。
【００１５】
　図４は、各先端部３、４とパイプとの連結部分に付くユニバーサルジョイント５の拡大
図であり、パイプ先端部が球体形８で、当該球体形８より若干直径が広い球体形孔をもつ
受け部分７に挿入されている状態である。これにより、前後左右自由に任意の角度調整が
可能になり、対象間の様々な位置関係に対応することが出来る。只、あくまでも上記連結
方法は一例であり、上下に任意角度が調整可能な蝶番型の接続部を十字に組み合わせる形
状のもの等、上下左右の任意角度の調整が可能であれば形状は問わない。
【実施例３】
【００１６】
　図８は、伸縮による長さ調整機能と突っ張り性をもつ筒体の部品２の先端に二面対応型
先端部１１と１２を各々に接続した状態の本考案の耐震装置１０の斜視図である。二面対
応型先端部１１が仏間の側面壁上部と天井縁との角に接し、二面対応型先端部１２がお仏
壇の側面上部と天板との角に接する形状である。各先端部と筒体部分との連結部分には蝶
番式の前後方向に対して自由に任意の角度が調整できる連結部１３を使用し、仏間上部角
とお仏壇上部角の位置関係からなるあらゆる角度に対応し直線で支える事と、対象との当
接部分が縦横の二面に接し支える事により、確実にお仏壇を保持する機能を待つ。
【００１７】
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　本考案の二面対応型耐震装置１０を図９に示すように、仏間に設置されているお仏壇の
側面上部と天板との角Ｅ・Ｆと仏間の側面壁上部と天井との角Ｅ’・Ｆ’との間に、長さ
と角度を調整して設置することにより、左右２方向から確実にお仏壇の本体を固定するた
め、優れた耐震性を発揮し転倒を防止する。
【００１８】
４方向からの固定と比較した場合に２方向では耐震性では劣る部分はあるが、正面からは
見えにくく美観を損なわない点と、設置の容易性という利点がある。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本考案の耐震装置の三面対応型先端部を両端に取り付けた斜視図である。
【図２】本考案の耐震装置の三面対応型先端部を両端に取り付けたものに、延長用の部品
６を中間に接続し、長距離対応にした状態の斜視図である。
【図３】図２に示した耐震装置の構成部品を示す図である。
【図４】各先端部３、４と筒体との連結部分に付くユニバーサルジョイント５の拡大図で
ある。
【図５】仏間に設置されているお仏壇に本考案の４方向型の耐震装置１を設置した状態の
斜視図である。
【図６】仏間に設置されているお仏壇に本考案の４方向型の耐震装置１を設置した状態の
正面図である。
【図７】仏間に設置されているお仏壇に本考案の４方向型の耐震装置１を設置した状態の
平面図である。
【図８】本考案の耐震装置の二面対応型先端部を両端に取り付けた状態の斜視図である。
【図９】仏間に設置されているお仏壇に本考案の２方向型の耐震装置１０を設置した状態
の斜面図である。
【図１０】仏間に設置されているお仏壇に本考案の２方向型の耐震装置１０を設置した状
態の正面図である。
【図１１】仏間に設置されているお仏壇に本考案の２方向型の耐震装置１０を設置した状
態の平面図である。
【符号の説明】
【００２０】
１　三面対応型先端部を両端に取り付けた耐震装置本体
２　伸縮による長さ調整機能と突っ張り性を持つ筒体
３　三面対応型仏間角用先端部　仏間側
４　三面対応型仏壇角用先端部　仏壇側
５　ユニバーサルジョイント
６　延長部品
７　ユニバーサルジョイント受け部品
８　ユニバーサルジョイント差込部品
９　各部品ジョイント部分
10　二面対応型先端部を両端に取り付けた耐震装置本体
11　二面対応型仏間角用先端部
12　二面対応型仏壇角用先端部
13　蝶番式連結金具
14　仏壇本体
15　仏間入口
16　仏間鴨居
17　仏壇天板
18　仏間天井縁
19　凸側筒体接続部
20　凹側筒体接続部
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Ａ　お仏壇前面左上部隅
Ａ’　仏間前面左上部隅
Ｂ　お仏壇前面右上部隅
Ｂ’　仏間前面右上部隅
Ｃ　お仏壇背面右上部隅
Ｃ’　仏間背面右上部隅
Ｄ　お仏壇背面左上部隅
Ｄ’　仏間背面左上部隅
Ｅ　お仏壇側面左上部角
Ｅ’　仏間側面壁左上部角
Ｆ　お仏壇側面右上部角
Ｆ’　仏間側面壁右上部角
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【図２】
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【図３】
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【図４】

【図５】
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【図６】
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【図７】

【図８】



(12) JP 3149650 U 2009.4.9

【図９】
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【図１０】
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【図１１】

【手続補正書】
【提出日】平成21年1月26日(2009.1.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】実用新案登録請求の範囲
【補正対象項目名】請求項２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項２】
　伸縮による長さ調整機能と突っ張り性をもつ筒体の部品と、請求項１に記載された角度
調整機能をもつ縦横奥の三面を抑える形状の三面対応型先端部もしくは縦横の二面を抑え
る形状の二面対応型先端部の部品と、長さ調整用の延長用筒体部分の部品が、各々独立し
自由に組み合わせ脱着できることにより、設置場所の形状と状態に対応するよう、二面対
応型先端部もしくは三面対応型先端部の選択と、延長用筒体部品の要不要の選択の双方の
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選択及び取替えを容易にしたことを特徴とする請求項１記載のお仏壇の耐震装置
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